
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●高浜町では、平成 25(2013)年に高浜水産業振興ビジョンを策定、その

後の高浜町水産業及び地域振興施策の指針となりました。 

●しかし、12年後の今、 

できたことと、できなか 

ったことが見えてきまし 

た。また、高浜町の水 

産業や地域振興をとり 

まく状況も大きく変わっ 

てきています。 

●そこで、令和 7(2025)年 

 を基準年とし、1次ビジ 

ョンの内容を再検討し、 

今後概ね 10年後を目 

標として、“海業”を含 

めた水産業を核とした 

地域振興施策の指針 

 となる「高浜町マリン 

ビジョン」づくりを町 

内外の関係者の参加で 

進めていきます。   

 

 去る令和７（2025）年７月９日（水曜日）１５時から、第１回高浜町

マリンビジョン策定検討委員会が、高浜町役場の第３・4 会議室で開催

されました。 

初回委員会にも関わらず、終始、各委員 

全員の思いが披露され、 

大変中身の濃い意見交換 

の場になりました。 

委員の顔ぶれは、次表 

にご紹介します。 
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高浜町マリンビジョンの検討がスタートしました 

（第１回委員会での意見交換の様子） 

  観光・交流 水産業 
海 業 

 

 

1 0 年 後 の 

高浜町活性化 

の姿 （目標 ） 

活性化効果の拡大 

（高浜町マリンビジョンの基本的な考え）

1 期ビジョンの評価・修正 

 

 高浜町マリンビジョン策定検討委員会には、福井県立大学海洋生物資源

学部先端増養殖科学科の渡慶次力先生を学識経験者としてお招きすると

ともに、町内からは、桜木組合長をはじめとした若狭高浜漁協関係者、町

内の観光関係者、流通・小売り関係者のみなさんの他、若手代表として 

Iターン漁業後継者の藤本さんと、高浜町出身で福井県立大学４年生の 

辻村さんというフレッシュなメンバーにも参加していただきました。 

 また、地元行政を代表して吉田町産業振興課長が委員参加するととも

にオブザーバーとして福井県（水産課及び嶺南 

振興局水産漁港課）から６名のみなさまにも参 

加いただきました。 

そして、委員の全会一致により、渡慶次力先生 

が委員長に選出されました。なお、詳しい委員会 

の委員名簿は、以下に示しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(渡慶次委員長挨拶) 

（高浜町マリンビジョン策定検討委員会 委員名簿） 

 

 

 
 意見交換に先立ち、事務局より以下の話題提供がありました。   

①高浜マリンビジョン策定の目的 

②年間スケジュールと委員会の役割 

③第１期ビジョン（平成 25年策定）の概要 

④第１期ビジョン策定後の状況の変化 

（できたこと、できなかったこと） 

⑤関係者アンケート（１次集計）結果の紹介 

 

   第１回の委員会ででた主なテーマ毎の意見を以下に要約します。 

共通事項                           

・ビジョンは今後 10年の行政施策のロードマップ 

・1期ビジョンを振り返り、内浦地区等への効果・経済波及が必要 

・まちづくりを全力で楽しみ、積極的に発信していこう…他 

漁 業                            

・限られた漁獲物の単価の向上と所得拡大 

・Ｉターン等の若者を受け入れる体制ができてきた 

・漁港の一部漁業以外の活用（海業等）による漁業所得拡大…他 

流通・加工                          

・魚の価格が上がるような流通・加工体制づくり 

・地産地消（送り＋町民・観光客に地場の魚を供給） 

・生産者･流通-･消費者(町民･観光客)三者 winwinの関係づくり…他 

人口・就業者                         

・ＵＩターンと関係人口 

・漁業ＵＩターン者を受け入れる空気や環境ができてきた 

・いろいろな立場の人が集まり、話せる場…他 

観光・海業                          

・既存の観光コンテンツ（特に海関係）は多く、どう活用するか 

・春と秋が弱い→周年観光へ脱皮（※インバウンド、子供連れ等） 

・空き家の増加（特に内浦地区）とその別荘化の是非…他 

 

  今回開催した第１回の委員会を含め、令和 8年 3月の間に合計 6回

の委員会を実施する予定です。委員会での話し合いと、町民のみなさ

んからのご意見をいただき、今後 10 年間の高浜町の水産業と観光振

興を通じた地域振興の指針となる高浜町マリンビジョンを策定して

いきます。 

  

 

第１回委員会ではこんなことが話されました 

■高浜町マリンビジョンとは 

 

■第１回委員会が開催されました 

 

■委員会委員の顔ぶれ 

■話題提供 

■主な意見 

■今後のスケジュール 



 

 

 

令和 7年 7月 9日に開催された「第１回高浜町マリンビジョン検討委員会」で出された主な意見をまとめました。漁業・水産業と観光振興を連携した将来の高浜町の振興に向けて、活発に意見交換が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回 高浜町マリンビジョン検討委員会で出た主な意見 

 次回（第２回）の委員会は、令和 7 年 9 月 19 日（金曜日）に開催予定で、委員会での意見交換の結果は、「高浜町マリンビジョンュース第２号」

でみなさまにお伝する予定です。 

 高浜町マリンビジョンについてみなさんのご意見を募集します。下記窓口まで FAX またはメールでお寄せください。 

■ご意見募集窓口：高浜町産業振興課 FAX 0770-72-4000、メールアドレス：machi@town.takahama.lg.jp  

魚価を上げたい ハーバルフィッシュへの期待 

漁獲後の血抜き等商

品管理と生産者単価

向上へ 

百軒近い民宿へ 

地場水産物供給 

フグ料理は人気 

送りも重要という前提

で地場流通の拡大 

衛生管理型水揚げ施設 

＋ 

水産加工場の有効活用 

↓ 若手漁業者に、単価向上意

欲があるのでは？ 

働く環境づくり 

うまく活用して生産者 

単価の向上へ 
漁業者全体の 

意欲・意識改革 

若手漁業者が 

働く環境づくり 

若者の発言や活動を

支援する空気 

情報発信 

・高浜独自の魅力 

・高浜魚介類ブランド情報 

 

町内で地場の魚が

食べられない 

魚の価格が上がらない 高浜市場をもっと有効活用 

加工←高浜ものだけでは原料不足 

漁師が儲かるような

流通・加工体制づくり 

漁師は自然と増える 

多少高くても買ってもらえるような品質向上 

コロナ禍前の客数に戻っていない 

※インバウンドは増加傾向←更に活用(自転車活用) 

１次ビジョンは、その後 10

数年の行政施策のバイブル

となった 

↓ 

新ビジョンも今後 10 年の行

政施策のロードマップの位

置付けを持つ 

漁業所得の向上 

↑↓ 

地域振興 

漁業以外の漁港の有効活用 

まちづくりを全力で楽しみ 

そのことを積極的に発信 

(面白いこと、楽しいこと) 

 
過去 10 年、基本的に人口（漁業者含） 

高浜を広く知ってもらうこと 

関係人口 

ＵＩターン 

定置乗組員Ｉターン漁師が増えてきた 

若い人が漁業の場にいることが喜ばしい 

漁業に就きたいＩターン者 ＋ 

色々な立場の人が集まり話

せる場があるのがいい 

それを受け入れ、見守る地元漁業者 

船小屋がいい 

↓ 

若い同士が集まれる 

高浜の若手Ｉターン漁師

受け入れ状況を 

もっと積極的にアピール

艇に者 

田舎らしさと近代的風景が

混在した独特の景観 

・帰ってきたくなる変わぬ風景 

・オシャレ、清潔感、若者受け 

・魅力の維持と創造 春と秋が弱い→周年観光へ 

おいしいものを食べて、遊びたいが「観光の基本」 

漁業所得向上 ← 

高浜ブランド力の強化 

海を身近に感じる取組・継続 

多様な景観＋ハーバルビレッジ＋海等高浜の魅力要素をつなげる 
三者 WINWIN の関係づくり 

生産者(漁業者) 

  
地 元 消 費 者 

観 光 客 
流通(魚商) 

さまざまな海産物と海鮮料理 
観光コンテンツ 

は多い 

海を介した 

関係人口の拡大 

内浦地区への取組・波及を！ 

・町内でも特に人口減少・高齢

化、地域活力の低下が顕著 

特に、「海」 地元の人にも高浜

の魚を！ 

子どもが遊べる場所 

海と関り、親しむ 

子ども観光 

↓ 

子どもに人気があれ

ば、大人もついてくる 

空き家の増加 

↓ 

別荘化の是非 

ハーバルフィッシュの 

販路・流通可能性 
観光客への提供 

漁 業 

町内で地場の魚が 

食べられない 

流通 

加工 

人口 

就業者 

減少・高齢化進行(特に内浦地区) 

 

共通事項 

意見のポイント！ 

観光 

海業 


